
センシング技術は，マイクロエレクロトニクスの発展により，マイクロ化，インテリジェント化，ディジタル化，ネットワーク化のキーワー
ドで表現されているように進展してきている。

センシング技術の変遷

» 自動化，最適化からインテリジェント化へ

¼ 一次元センシングから二次元，さらに三次元センシン

グへ

このような技術の背景には，以下に示すことが挙げられ

る。

¸ マイクロエレクトロニクスの発展による高性能・低価

格マイクロプロセッサの出現

¹ センシングシステムを実現する通信・ネットワーク技

術の高度化

º 新素材，微細加工技術によるセンサの高性能化

» ソフトウェア，情報処理技術の進歩

特にマイクロプロセッサの進歩は，テクノロジードライ

バとしての役割を果たし，システムの小型化，高速高精度

化，低価格などを実現しつつある。

この特集では，これらのセンシング技術をベースとした

当社の製品の最近の話題を紹介していく。

センシング技術は，三菱電機では，宇宙から家庭電気製

品まで広い分野で適用されている。

近年のセンシング技術は，マイクロエレクトロニクスの

発展により，マイクロ化，インテリジェント化，ディジタ

ル化，ネットワーク化というキーワードで表現されるよう

に進歩しつつある。更に今後も幅広い分野でのニーズに対

応するための新技術の開発手法としては，新しいセンサデ

バイスの開発による新機能の実現と，新しいセンシングシ

ステムの構築による新機能を実現させていくことが必要で

あろう。

下表には，センシング技術と応用製品の変遷を示してあ

る。センシング技術の発展経緯をまとめると，次のような

ことが考えられる。

¸ アナログからディジタル方式へ

¹ 電気，機械からエレクトロニクス，メカトロニクスへ

º スタンドアロンからシステム化，ネットワーク化へ
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